
掲載数 22

管轄 学年 教科等 テーマ 内　容 参考事項（講師・教材等）

1 神奈川県立 高２
生活･生活

単元
「稲作り」

　春から秋までの期間、稲を育て米の収穫を行った。稲の成長と収穫、脱穀ともみすりま
で体験した。できあがった白米は各自持ち帰った。いつも食べているお米ができあがる行
程を知ることで、感謝の気持ちを育てることができた。

バケツ稲

2 神奈川県立 中１
生活･生活

単元
食の大切さを学
ぼう

　お米つくりに向けて芽出しの作業を行う。
・土運び（農園から土を運び）
・種まき（ピンセットを使ってポットに入れる。かきまぜ、芽が出た苗を植える）

バケツ
ジョウロ
写真カード
土
種籾

3 神奈川県立 小５
生活･生活

単元
夏野菜を育てよ
う！

　４月に土おこし、５月に種まきをし、６月～７月にかけて、水やりをしながら作物の育
ち方を観察をした。７月半ばすぎには、収穫をして作物の育ち方を振り返った。

4 神奈川県立 小１
生活･生活

単元
防災学習

「命を守る３つのポーズを覚えよう！」
・各学年、各教室で、防災学習を実施した。
　潰したポットボトルやキャップを踏まずに、スタートか　らゴールまで歩く体験をし
た。
・命を守る３つのポーズゲームをした。さるのポーズ、ダンゴ虫のポーズ、アライグマの
ポーズの３つの命を守るポーズを知り、ゲームを通して体験した。

5 神奈川県立 高１
生活･生活

単元
防災学習

　入学後から毎月の訓練時には机の下にもぐり身を守る学習は積み重ねてきたものの、実
際に避難時に必要なものについて考える機会はなかった。
　防災グッズの実物を見たり、実際に防災グッズ（保温シートや簡易トイレなど）を使用
したりするなかでイメージを膨らませ、自分自身は避難時にどんなものが必要かについて
考えることができた。

学校行事の防災フェスタ
と時期を合わせることに
よって効果的に学習でき
た。
防災宿泊も予定していた
が感染症対策のため中止
となった。

6 神奈川県立 高３
生活･生活

単元
「防災について
考えよう」

　スライドや動画で、I・２年時に取り組んだがれき体験、暗闇体験、初期消火訓練、段
ボールベッド作り、防災ウォークラリー、持ち出し袋作りなどの防災学習について思い出
しながら、大地震から自分の身を守る方法について考えを出し合い確認した。
　さらに、牛乳パックやペットボトルを活用した皿・スプーンなどの食器作りを体験し、
災害時に役立てようという気持ちを持つことができた。
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7 神奈川県立 高２
生活･生活

単元
「心とからだ」

　リラックスする術を学ぶということで、五感に程よい刺激を受け、リラックスするとい
うことを体験した。静かな曲を聴き、カイロで体の各部位を温める。アロマの香りを楽し
みつつ、海中をイメージしたパネルシアターで鎮静効果を図るなど聴覚、触覚、嗅覚、視
覚等五感に訴えることで気持ちを静め、からだへの意識も高めることができた。

8 神奈川県立 中１
生活･生活

単元
誕生会

　自分の誕生日という題材に対して友だちや教員からお祝いしてもらったり、全体でレク
リエーションを行ったり、プレゼントをもらったりする活動を行うことで、「誕生日＝楽
しい、嬉しいこと」という実感を得ることをねらいとして実施した。

9 神奈川県立 高１
生活･生活

単元
防災と災害

　災害の種類や現象について調べ学習を行った。映像視聴を通して、「命を守るために大
切なこと」について学ぶとともに、災害伝言ダイヤルの使い方や防災グッズや避難所ス
ペースについて知り、実際の避難所の一人分のスペースを体験したり、リュックに入れて
持ち出したい物についてみんなで話し合ったりする活動を行いながら理解を深めた。

災害・防災に関する映
像資料を活用すること
で、具体的なイメージ
を持つことができた。

10 神奈川県立 小４
生活･生活

単元
防災教育
「身の守り方」

　実際の地震の映像を見た後、その際にはどうするか手本を見たあとで、実際に机の下に
もぐる練習をした。がれきを歩くことも想定し、床にペットボトルのキャップを敷き詰め
たり、大きな木材などを置いたりして実際に歩いた。避難所での生活も想定し、防災頭巾
を枕にして、エマージェンシーシートや毛布をかけて横になる体験も行った。複数回行
い、参加が難しかった児童も参加できるように促した。

東日本大震災の映像

11 神奈川県立 小６
生活･生活

単元
性教育

　二次性徴に伴う体の変化について、イラストなどの視覚的な支援を活用しながら学び、
質問形式で確認をする活動に取り組んだ。また、二次性徴に伴う体の変化や相手との適切
な距離についてロールプレイで手本を示し、実践する学習を行った。女子は、映像や手順
表を用いて生理用品の使い方について学んだ。

12 神奈川県立 中３
生活･生活

単元
夏野菜を育てよ
う

　自分たちが普段食べている野菜を自分たちで種や苗から栽培する活動に取り組んだ。毎
日、水やりをし、草取りなどの世話することによって、作物が大きくなっている様子を観
察しつつ、作物を収穫する喜びを感じることができた。収穫した野菜は、家庭に持ち帰る
ことで家族とも収穫の喜びを共有しながら、調理して食する体験ができた。

４月～９月まで継続的
に取り組んだ。

13 神奈川県立 小複合
生活･生活

単元
手洗いをしよう

　小学部合同授業「わくわくひろば」で手洗いについての学習を行った。コロナ禍の中、
手洗いを身に付けることがとても必要になっている。そのため、児童の好きなキャラク
ターを登場させ、大きな手の製作物を使って、手洗いのやり方をわかりやすく学習した。
また、音楽に合わせて行うことで楽しく手洗いできる工夫をした。授業で取り入れたこと
で、日常生活でも手洗いを実践できるようになった児童が増えた。

５月～７月まで継続的
に取り組んだ。



14 神奈川県立 小複合
生活･生活

単元
誕生会

　小学部では、各児童の誕生日前後の生活の時間に、誕生日会を行った。パネルシアター
のケーキをみんなで作ったり、くす玉を割ったりして祝い、成長の喜びを感じられる場面
とした。４月から数回の誕生日会を行い、互いに誕生日を祝う経験を積んだことで、自分
や友だちの成長を意識したり、自分の誕生日会を楽しみにしたりする様子が見られた。１
月は、２名の児童の誕生日会を行い、プレゼンテーターに立候補して友だちを祝う児童も
おり、互いの存在を認める意識も育った。

教材
ケーキのパネルシア
ター
くす玉

15 神奈川県立 小複合
生活･生活

単元
誕生日を祝おう

　児童がその年齢まで成長したことを共有し、成長したことをみんなで祝うことで、命の
尊さを感じる手立てとする。誕生日を特別なものとして捉えられるよう、年齢の数だけロ
ウソクを立てたり対象児の赤ちゃんの写真と現在を比較したり家族や担任からのメッセー
ジを聞いたりする活動を毎月行っている。

毎月、誕生会を行ってい
る。
1年間同じ活動、教材を用
いて見通しが持てるよう
にしている。

16 神奈川県立 高複合
生活･生活

単元
野菜を育てよう

　生徒が普段の食事でよく出てくる身近な野菜等をプランターや花壇で育てた。
　種まきから、毎日の水やりなどの日々のお世話を通して、発芽や実が成るまでの成長の
過程を知る。生徒たちそれぞれに合った方法で、種まき、水やり、観察等を行った。

17 神奈川県立 中１
生活･生活

単元
植物の生育

　「かぶ」「小松菜」を種から植え、水やりなどを経て収穫し、調理実習で味噌汁を作る
活動を行った。
　ほんの小さな種から植物が大きく育ち、最後は自分たちが食べる、という活動を通じ
て、「植物も生きていて育っていく」という意識と、普段自分たちが食べているものはこ
のように育ち食べている、というサイクルを知ることができた。

本校（知的障害教育部
門中学部）教員

18 神奈川県立 高２
生活･生活

単元

心と体
「自分の体を
知って、自分も
友達も大切にし
よう」

　高校生のマナーとして、プライベートとパブリックの違いを知る学習をした。体の大切
な所は隠す、人に見せない、見ないことを知る学習を行った。
　「お風呂クイズ」というクイズ形式にして行ったことで、イメージを持って学習に取り
組むことができた。
　ライフサイクルの図を通して、自分たちは今、思春期であることを知った。
　自分と他者について考える機会となり、友達への優しい言葉かけについて実践を通して
学んだ。
　知っている人、知らない人に対する対応やマナーについても学び、自分の身を守ること
についても考えることができた。

本校（知的障害教育部
門高等部）教員

19 神奈川県立 小６
生活･生活

単元
畑

　クラスの畑に植えた苗に定期的に水やりを行い、育った野菜の収穫を、行った。作業を
通して植物の肌触り、スケール感、重量感、収穫する喜びを実体験することができた。ま
た、成長記録を写真入りで掲示することで、植物の生長について理解を深めるとともに、
いのちの尊さについて学ぶことができた。

講師は学年の教員　　　　　　



20 神奈川県立 高３
生活･生活

単元
人権学習

　人が生まれながらに持っている基本的人権とはどんなことか。暴力にはどんなものがあ
るか。暴力を受けずに生きていく権利があることの確認。受けた人がどう感じるかが大切
であること。人との距離は自分で決めてよいこと。嫌な時は「いや」と言ってよいこと。
困った時の相談についてなどをワークショップ形式で取り組んだ。
＊今後「エンパワメントかながわ」の方々を講師に迎え
  更に人権学習、デートDV研修をワークショップ形式で
  実施する予定（１月に予定していたが延期）

1年から3年各学年取り
組む。次年度以降もエ
ンパワメントかながわ
の講師依頼をしてい
く。
パワーポイント、エン
パワメントかながわ発
行の冊子

21 神奈川県立 高１
生活･生活

単元
　　防災学習

　学校での防災宿泊学習や、防災センターへの校外学習を通して、災害時の避難の仕方や
防災リュックに必要なものを準備し避難生活の仕方を体験をする。体験をする中で、災害
時に必要な知識や行動の仕方を覚える。今後、地域のDIG学習実施し自分の身を守るため
の学習を積みかさね、２年後の東北方面修学旅行へつなげる。

1年から3年を通し学習
する。
震災時の動画や静止画
自作のパワーポイン
ト、ワークシート

22 神奈川県立 小複合
生活･生活

単元
気象と自然災害
 「ぼうさい」

　本授業では、自然災害の驚異を知り、防災意識を高め、適切な避難行動がとれるように
なるために授業を展開した。自然災害について、より理解を深めるために、天気や地震に
関わりのある絵本をテレビモニターに映しながら読み聞かせをした。災害の模擬体験で
は、緊急地震速報の音を合図に机の下やトランポリンの上でシェイクアウトしたり、火災
が発生したことを想定し、スズランテープや半透明のビニール袋で煙を再現し、煙ボック
スの中を四肢這いで移動したりした。まとめの授業では、神奈川県総合防災センター行っ
て災害体験をし、その驚異や身を守る方法について、緊張感を持って学習することがで
き、単元を通して、防災意識やいのちを守る意識を高めることができた。

・校外学習で、神奈川へ
県総合防災センターへ行
き、災害（地震、強風、
煙、消火等）体験や見学
をした。
・対象学年は４・５年
生。
・絵本「ぐらぐらゆれ
たらだんごむし」「あめ
ふり」を活用した。


